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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向等を踏まえ、2021 年５月７日に公表いたしました 2022 年３月期通期（2021 年４月１日～2022

年３月 31 日）の連結業績予想を、下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 
  

 

記 

 

 

１．2022 年３月期通期連結業績予想の修正 

（2021 年４月１日～2022 年３月 3１日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 

親会社株主に

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想 （A） 

百万円 

11,406 

百万円 

649 

百万円 

664 

百万円 

471 

円 銭 

26.00 

今回修正予想 （B） 9,040 350 350 250 13.79 

増減額 （Ｂ－A） △2,366 △299 △314 △221  

増減率 （％） △20.7 △46.1 △47.3 △46.9  

（ご参考） 

（2021 年３月期） 
8,079 545 630 391 21.62 

 

 

２．修正の理由 

当第３四半期連結累計期間における業績及び通期見込みについて精査した結果、ランプ事業において、

産業用ランプの主力製品である露光装置用光源ユニット用ランプの出荷数が、新型コロナ感染拡大による営

業活動の制限や一部で他社製品が使われるなどの影響により、想定した数量を出荷できませんでした。また、

製造装置事業においては、半導体関連装置や車載関連で期待されるインクジェット印刷装置の導入計画の

実施に遅れが生じたことから、売上高、営業利益、経常利益、及び親会社株主に帰属する当期純利益が予

想を下回る見通しとなりました。 

 

   

（注）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記載は、発表日現在において入手可能な情報に基

づき作成したものであり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
 

 

以 上 


